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ネオレストハイブリッドシリーズ手洗器付（ワンデーリモデル）

このダイジェスト版は、おおよその施工の流れをご理解いただくためのものです。
施工にあたっては、施工説明書本編とあわせてご確認ください。

施工説明書本編にある安全上のご注意、施工上のご注意を必ずお守りください。

施工説明書ダイジェスト版
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給水範囲と使用部材
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配管ブラケット

ブラケットカバー

手洗器用給水ホース

カウンター
水栓

紙巻器

ネオレスト

配管カバー

配管カバーエンドキャップ

手洗排水横引管

配管カバー（間口側）

排水ソケット

45°エルボ

止水栓

分岐金具

手洗器キャビネット

トラップ排水管

排水トラップ

手洗器

手洗排水ホース

配管カバー（縦）

配管ブラケット（間口側）

 排水心200mm・排水心200mmリモデル 排水心320～540mmリモデル

1 配管ブラケット（カウンター側）

3 配管ブラケット（間口側）

4 手洗排水ホース

5 手洗給水ホース

型紙

水平確認

けがき
3カ所

押し当てながら固定

70 

50

93 

面ファスナー
を取り付け

貫通穴φ5
（壁にはあけない）

ねじを上の長穴
に取り付け

向きに
注意

差し込んで
手締めする

仮組み

カウンター・配管ブラケットをカットした場合

535-L

H-270

寸法H・L 寸法L

トラスタッピンねじ
φ４×４０（3本）

ボードアンカー
（下穴φ9）

水平
確認
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3トラスタッピンねじ
φ4×40（7本）

カット1

カット1

塗布
接続2 接続22

1 仮組み1
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塗布2

左勝手

排水心320～475mmの場合 排水心476～540mmの場合 

右勝手

※図は排水心200mmMサイズ左勝手の場合。

※図は排水心200mm
　Mサイズ左勝手の場合。

②停電時に使用するため電池ボックスは取り外さない

①便器取り付け前に手動レバーを取り付ける

従来製品からの主な注意点

従来にはない施工が必要です。
必ず
実施

H 
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床
手洗排水合流管  

手洗器設置側
の壁まで

手洗器設置側
の壁まで

3

クイックファスナー

・手洗排水合流管の下を通す
・この範囲で取り回す

・手洗排水合流管の下を通す
・この範囲で取り回す

ソケット中心線  ソケット中心線  

手洗排水合流管

手洗排水合流管の上を通す

排水ホースの
後ろを通す

寒冷地(水抜方式)

手洗排水合流管の上を通す

寒冷地(水抜方式)

トラスタッピンねじ
φ4×40

壁に沿わせて
設置 

手洗排水合流管

トラスタッピンねじ
φ4×40

壁に沿わせて
設置 

ソケット中心線  

給水・排水部の取付準備1 排水ソケット・固定片3

下穴φ3
床継手取付穴 ： 4カ所
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： 4カ所

平行
確認

後壁 位置決めシート1

下穴φ3
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： 6カ所
床継手取付穴 ：4カ所（リモデルのみ）

2

排水管中心線 

排水心200mm・排水心200mmリモデル

排水心320～540mmリモデル

※図は排水心200mmの場合。

横引管の切断と下穴あけ 1

排水アジャスターの
組み立て 
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シート

既設フランジ 既設フランジ

平行確認 平行確認

1
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シート

1

横引管を300の目盛位置で切断既設フランジの上に
中心線をあわせて仮置き

既設フランジ中心線  
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4 下穴φ3
床継手取付穴 ： 4カ所
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： 4カ所
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塗布

1【横引管不要の場合】
 この面に塗布
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給水金具・給水ホース（※給水ホースはリモデルのみ）

シール

排水心200mm

排水心200mmリモデル・排水心320～540mmリモデル
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水平確認

【幅木がある場合】
キャビネットまたは
幅木をカット

押し当てる

1 けがき 2 仮固定 3 カウンター類の加工 4 手洗器キャビネット・カウンター
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φ4×40

1304ーAアルミブラケット
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寸法L

【幅木がある場合】キャビネットまたは幅木をカット

けがき位置に仮置き

コンセントカバー
張り付け

※図は左勝手

底板
押し当てる

トラスタッピンねじ
φ４×４０

固定ねじ
φ4.5×50

2 仮固定1 コンセント用穴加工
電気温水器付自動水栓の場合のみ

3 カウンター類の加工

4 手洗器キャビネット・カウンター 5 連結
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1600－L長穴に
仮固定
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カウンターをカットする場合のみ

寸法L
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カウンターを
仮置き

水平確認

押し当てる

1 トラスタッピンねじ
φ４×12（２本）

カット
（背側に開口）

1

寸法L

※図はMサイズ
　左勝手の場合。
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カット

配管ブラケットの長さ 
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※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。

差し込む

排水ソケット

排水心200mm・排水心200mmリモデル

接着  1

2

4

塗布

トラスタッピンねじ
φ6×40（2本）

トラスタッピンねじ
φ5×50（6本）

VP・VU100 
VP・VU75 

3

排水心320～540mmリモデル

1

2

3

既設フランジ
Pシール 

トラスタッピンねじ
φ6×40（2本）

トラスタッピンねじ
φ5×50（左右計4本）

床給水

壁給水

壁給水

（袋ナットの内側）  
パッキン

ストレート管
フランジ

エルボ
(短）

フランジ （袋ナットの内側）  
パッキン

（袋ナットの内側）  
パッキン

エルボ（長）

エルボ
（短）

ふさぎシート

長辺側

ふさぎシートを
切り欠く

【配管ブラケットが
 干渉する場合】

フランジ

8 既設の給水管への接続
※図は左勝手

7 既設の止水栓を取り外す
（流用不可）

(寒冷地)

【145の場合】 横引管は不要

各ラインをあわせて組み立て2

固定ねじ
φ4.5×50

ステップ2ステップ１ ステップ6P.20 P.24本編 ステップ5ステップ4ステップ31 給水・排水部

ステップ3ステップ１ ステップ6P.25 P.30本編 ステップ5ステップ4ステップ2 2-S 2-M 手洗器キャビネット・カウンター

ステップ１ ステップ6P.31 P.34本編 ステップ5ステップ2 ステップ3 ステップ43 手洗給水・排水管 ※図はMサイズです。Sサイズも同様です。

※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。
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②停電時に使用するため電池ボックスは取り外さない

①便器取り付け前に手動レバーを取り付ける

従来製品からの主な注意点
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手洗器設置側
の壁まで

手洗器設置側
の壁まで

3

クイックファスナー

・手洗排水合流管の下を通す
・この範囲で取り回す

・手洗排水合流管の下を通す
・この範囲で取り回す
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手洗排水合流管
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ソケット中心線  

給水・排水部の取付準備1 排水ソケット・固定片3

下穴φ3
床継手取付穴 ： 4カ所
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： 4カ所

平行
確認

後壁 位置決めシート1

下穴φ3
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： 6カ所
床継手取付穴 ：4カ所（リモデルのみ）
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排水管中心線 
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4 下穴φ3
床継手取付穴 ： 4カ所
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1【横引管不要の場合】
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【幅木がある場合】
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【幅木がある場合】キャビネットまたは幅木をカット
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張り付け

※図は左勝手

底板
押し当てる

トラスタッピンねじ
φ４×４０

固定ねじ
φ4.5×50

2 仮固定1 コンセント用穴加工
電気温水器付自動水栓の場合のみ

3 カウンター類の加工

4 手洗器キャビネット・カウンター 5 連結
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カット

配管ブラケットの長さ 
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※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。

差し込む

排水ソケット

排水心200mm・排水心200mmリモデル

接着  1

2

4

塗布

トラスタッピンねじ
φ6×40（2本）

トラスタッピンねじ
φ5×50（6本）

VP・VU100 
VP・VU75 

3

排水心320～540mmリモデル

1

2

3

既設フランジ
Pシール 

トラスタッピンねじ
φ6×40（2本）

トラスタッピンねじ
φ5×50（左右計4本）

床給水

壁給水

壁給水

（袋ナットの内側）  
パッキン

ストレート管
フランジ

エルボ
(短）

フランジ （袋ナットの内側）  
パッキン

（袋ナットの内側）  
パッキン

エルボ（長）

エルボ
（短）

ふさぎシート

長辺側

ふさぎシートを
切り欠く

【配管ブラケットが
 干渉する場合】

フランジ

8 既設の給水管への接続
※図は左勝手

7 既設の止水栓を取り外す
（流用不可）

(寒冷地)

【145の場合】 横引管は不要

各ラインをあわせて組み立て2

固定ねじ
φ4.5×50

ステップ2ステップ１ ステップ6P.20 P.24本編 ステップ5ステップ4ステップ31 給水・排水部

ステップ3ステップ１ ステップ6P.25 P.30本編 ステップ5ステップ4ステップ2 2-S 2-M 手洗器キャビネット・カウンター

ステップ１ ステップ6P.31 P.34本編 ステップ5ステップ2 ステップ3 ステップ43 手洗給水・排水管 ※図はMサイズです。Sサイズも同様です。

※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。



8 確認・仕上げ
7 ウォシュレット

6
大
便
器

5 手動レバー

4-S 手洗器Sサイズ

手
洗
器
M
サ
イ
ズ

4-

M

紙巻器
中心線

紙切板を元に戻す

26

大便器側内面▷ 大便器側内面▷

2
7
0

30

大便器側内面

20

型紙

　　　  は
ホースクランプ
固定範囲

裏面裏面

塗布

塗布

39

2
1
5

40

上側
下側

一般地用の場合 寒冷地用の場合

手洗器

出湯口継手

給水口継手

自動水栓のプラグを
大便器側のコンセント
付近まで配置

引っ張って外れ
ないことを確認手動レバー

クラフト紙に
包んだ状態のまま

注意書
（クラフト紙）

接着
ブロック

センターラベル
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